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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，読むことの学習において，類似性に基づいた推論を促す手立てを開発することを
目的とした。類推が教室の中で用いられる場合に，成功した類推は学習者が持ち込む概念のカ
テゴリーを強調することになるという知見が得られた。その上で，類推を促す学習活動の開発・
検証を行ったところ，対話によって言葉の意味を吟味する中で，異議申し立てが起こることで
類推が促されることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this research, I aimed at developing the approach of forwarding the reasoning 
based on similarity in study of Japanese reading. When students use an analogy in a 
classroom, the successful analogy will emphasize the category of the concept which 
students carry in. As a result of considering the study activities which forward an analogy, 
it became clear to forward an analogy by an objection being submitted while examining the 
meaning of words in the dialog. 
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１．研究開始当初の背景 
私は読むという行為を推進する力を明ら

かにするために中学校 1 年生 41 名に調査を
行った。読むという行為を支える複数の力が
どのように関わっているのかを調べた。 
 ここから「きつねの窓」とそこから連想す
るテクストとを＜関連づける力＞の特徴が
明らかになった。＜関連づける力＞は＜反応

を表現する力＞や＜読書量＞と相関を示す
が＜読解力＞とは相関関係にない。限られた
範囲の調査だが＜関連づける力＞は＜読解
力＞に置き換えられないことがわかった。＜
関連づける力＞は類推を支える力である。読
むことの学習で用いられる類推の内実を解
明し，その果たす役割を明らかにすることが，
重要かつ喫緊の課題だと考えるに至った。 
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 類推の内実は比喩研究の進展によって明
らかになってきている。言語学の分野におい
てＧ・レイコフは，比喩が単なる言語の問題
でなく，例えば「議論は戦争である」といっ
た考えを反映した思考の問題であることを
明らかにした。認知心理学の分野において楠
見孝は，二つの言葉のカテゴリー的意味が離
れているほど面白く，かつ情緒的意味が近い
ほど面白いという比喩の処理過程を明らか
にした。本研究では，関連領域の成果を応用
しつつ，教室の授業場面で立ち現れる類推に
注目する。本研究は国語科授業改善の基礎的
研究として位置づけられる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，国語科読むことの学習において，

類似性に基づいた推論を促す手立てを開発
することを目的とする。 
 既得の体験的知見を基礎にして，未知のも
のごとを類推する行為は，理解行為の重要な
一面である。はじめて読む文章に対しても私
たちは類推によって理解を深める。したがっ
て類推が，どのように学習者の理解を深める
のかを見極めて，国語科授業を構想する必要
がある。 
 
（１）第一に類推が果たす役割を解明する。
その際，小学校 1年生から中学校 1年生まで
の学習者を，研究対象とする。これは，小学
校・中学校学習指導要領の目標で類推と深く
関わる「想像力」の育成が目指されているこ
とを前提としたものであるが，同時に類推の
求められる学習場面が，年若い学習者に，よ
り多く見られるだろうという見通しによる
ものである。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ここで問題となるのは，似ているという判
断によって比較される既得の体験的知見が，
どこから持ち込まれるのかという点である。
たとえば「『きつねの窓』の子ぎつねは，＜
ごん＞のように一人ぼっちで，さびしかった
んだと思う」という類推の場合，既習の『ご
んぎつね』についての体験的知見が読むとい
う行為に持ち込まれている。本研究では，学
習者の類推がどのような体験的知見によっ
て支えられ，その類推が教室の中でいかに受
容されるのかを調査・観察することで，成功
した類推が果たす役割を解明する。 
 
（２）続いて類推を促す手立ての開発を行う。
これまでの研究で，小集団討議のような共同
的な学習形態が，類推を促すことがわかって
いる。そこで教材・手引きや発問・学習活動
を総合的に開発し，実験授業を行うことで，
類推を促す手立てを提案する。 
 自らの読書経験を拡張する類推は、推論す
ることの有能感をもたらし、読書行為を促す
と期待できる。たとえば小学校 3年生の説明
的文章「めだか」を読んだ子どもが、「『何十
ぴきも集まって泳ぐことによって，身を守り
ます。』とあるのは，みんなで大きな魚のふ
りをして敵を追い払うためだと思います。」
と発言した。この類推では既習の『スイミー』
についての体験的知見が持ち込まれていた。
妥当性という点で見れば、現実のめだかの行
動と虚構のスイミーの行動とを結び付ける
誤謬を冒している。だが、自分の知っている
知見を結びつけることで、目下のテクストが
よりよくわかると実感した子どもは、かえっ
て教材「めだか」を積極的に読み深めた。 
 そこで，本研究では，意味が差違の体系で
あるという視点を取り入れる。手立てを開発
する際には，子どもの既有知識を惹起し，ク
ラスで共有し，差違を検討する手続きを明確

 
反応表現

（きつねの窓）
反応表現

（連想したテクスト）
関連づけ 読解力 ひと月の読書量

反応表現
（きつねの窓） 0.5913★ 0.5712★ 0.1872 0.3444★

反応表現
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…焦点化、抽象化、詳述の程度、主題推
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…焦点化、抽象化、詳述の程度を2名で得
点化（一致率82.1%）
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質、行動、信念、結果、筋、主題）×
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に位置づける。差違を検討する発想を獲得す
ることで，子どもの類推は，促されると考え
られるためである。 
 
 
３．研究の方法 
研究の目的を達成するために図に示した

計画を立案した。本研究は「理論的究明」「授
業観察」「記述式調査」「実験授業」「成果の
公表」の５段階で進捗させていく。以下で各
段階について述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）平成 21 年度 
①理論的究明…「類推」「比喩」「間テクスト
性」に関する文献を収集し吟味検討する。関
連領域の文献だけでなく NCTE,IRA といった
学会発行雑誌の教育論文を参照する。書籍購
入，文献複写，現物貸借を行う。 
 
②授業観察…授業で学習者が類推する場面
に注目して社会的相互作用を分析する。分析
にあたっては，C.Cazden, Classroom 
Discourse の社会言語学的方法を援用する。
観察は，京都市，沖縄市，兵庫県丹波市の小
学校，中学校で行う。 
 
③記述式調査…学習者が類推にあたって，ど
のような既得の体験的知見を持ち込むのか，
記述式調査を行う。同時に学習者がテクスト
にどのような印象をもっているのかを調査
する。体験的知見のカテゴリーとテクストの
印象とを比較して検討する。調査は京都市，
沖縄市，丹波市の小学校，中学校で行う。 
 
（２）平成 22 年度以降 
④実験授業…類推を取り入れた実験授業を
行い検証する。とくに類推によって持ち込ま
れた体験的知見と，テクストの言葉との「差
異」に注目する。例えば『スイミー』を読む

際に『おおきなかぶ』の体験的知見を持ち込
んだ場合，「協力」という類似点よりも，『お
おきなかぶ』の「力」と『スイミー』の「知
恵」という差異が，文章理解を深めることと
なる。一人ひとりの発言を分析するために小
集団討議を用いる。授業は京都市，沖縄市，
丹波市の小学校，中学校で行う。ビデオカメ
ラにより全員の発言を記録する。 
 
⑤授業観察…前年度の授業観察と同様であ
る。ただし，年度を越えた観察となるため，
学習者の類推能力の変容にも注目する。 
 
⑥成果の公表…全国大学国語教育学会にお
いて口頭発表を行う。ノートパソコンを用い
た視覚的な発表とする。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の計画の内，理論的究明・授業観
察・実験授業・成果の公表については，予定
していた通りの成果を挙げることができた。
ただし記述式の調査が十分に行えなかった。 
 本研究は，国語科読むことの学習において，
類似性に基づいた推論を促す手立てを開発
することを目的としている。 
 
（１）まず類推が，教室の中で用いられる場
合に，学習者の読むという行為にどのような
役割を果たすのか，解明にあたった。小学 2
年生の「スイミー」の授業分析，「きつねの
おきゃくさま」の授業分析，間テクスト性概
念の検討を行ったところ，次の知見が得られ
た。 
①類推は解釈方略であると同時に読書経験
を拡張する方略であるということ。 

②類推が成功するには参加者に類推と認知
され承認される必要があること。成功した
類推は持ち込んだカテゴリーを強調する
ことになるということ。 

③類推を促すためには学習者の選択と貢献
とが尊重される共同的な学習環境が必要
であるということ。 

 
（２）次に類推の果たす役割を踏まえ，類推
を促す手立ての検討を行った。これまでの研
究で，小集団討議のような共同的な学習形態
が，類推を促すことがわかっており，リテラ
チャーサークルに代表される小集団の読書
プログラムの検討を行ったところ，以下の知
見が得られた。 
①教材を選択し，話し合う話題を決定し，発
言を評価するといった，小集団討議に関わ
る様々な権限を，学習者の自己決定に委ね
ていくこと。 

②役割シートを足がかりとしながらも，多様
な反応が，仲間と話を続けることでより多

 理論的究明

記述式調査

実験授業

授業観察

成果の公表

平成21年
度

平成22年
度

・類推について
・比喩について
・間テクスト性概念について

・どのような体験的知見を
　持ち込むのか？
・テクストにどのような印象
　を持つのか？（ＳＤ法）

・類推を取り入れた授業
・差異に注目する

・発話分析
・小集団討議
・教師は学習者の発言をどの
ように理解しているのか？

・学習者の類推能力の変容
・教室内発話の年度間の変化

・学会発表（全国大学国語教育学会）

・論文投稿（『国語科教育』）



 

 

くの考えが得られるという期待に支えら
れて，差し出され，受け入れられる共同的
学習の場となること。 

③明示的な教授を行うことと，学習促進者や
参加者となることとのバランスを図りな
がら，とりわけ，討議の足場作りの役割を，
教師が担っていくこと。 

 
（３）そして類推を促す手立てを用いた学習
活動の開発と検証を行った。沖縄市立高原小
学校 6 年生，京都府私立東山中学校 2 年生，
京都教育大学附属桃山小学校 4年生，兵庫県
丹波市立春日中学校 3年生および兵庫県丹波
市立氷上中学校 1年生の教室において，小集
団で一文を読む学習を組織した。また，沖縄
市立美原小学校，沖縄市立美里中学校におけ
る小集団の授業を観察した。 
 学習活動では，類推を促す手立てとして四
つのコツを学習者に与えた。「言葉の削除に
よる意味の変化（この言葉があるのとないの
とでは，意味がどのように変わりますか）」
「類義語への置き換えによる意味の変化（Ａ
とＢとでは意味がどのように変わります
か）」「動作化・映像化による意味理解（今こ
こでしてみてごらん，どういう光景か思い浮
かべてごらん）」「自分の経験との関連づけに
よる意味づけ（これと似た経験はあります
か）」 
 検証の結果，こうした学習活動が類似性に
基づいた推論を促し，さらに次のような効果
を生むことがわかった。 
①適切な手立てを用意すれば，一人でたどり

着けなかった解釈と出会い，納得し，楽し
さを感じる対話の場を作ることができる
ということ。 

②学習者の関わりから生じる学習の意義を
実感し，達成感を持つことが，次の活動へ
の積極的な関わり合いを生みだしていく
ということ。 

③一人ひとりが解釈を話し，反応を得て，仲
間の解釈を聞く対話の段階は，読むことの
学習を成立させる条件であり，省略できな
いということ。 

④異議申し立てが類推を促し，対話の中で言
葉の意味を吟味することが学習意欲を刺
戟するということ。 

⑤テクストの部分の解釈と全体の解釈とは
相互に依存する相補的な関係であり，同時
に排他的な関係の読書行為であること。 

⑥小集団で一文を読む学習活動は類推の〈活
用〉場面になること。 
これまでにも類推は想像力やイメージと

いった用語によって国語科教育において究
明されてきた。だが「想像力とは頭の中に映
画の一場面のような像を作り上げる力であ
る」といった曖昧な定義によって内実が不明
瞭なまま研究が進められてきた。本研究では

上述の定義を排してテクストの意味が複数
のテクスト間の差異によって決定されると
いう「間テクスト性」概念を手がかりに類推
の果たす役割を解明し，手立てを開発した点
に特色がある。類推の成否は，持ち込まれる
体験的知見が，教室の中で共有されているも
のか否かで決定する。類推の役割が明らかに
なったことで，本研究の成果は，授業構想に
資するとともに類推能力の発達論的研究へ
と展開していくことが期待される。 
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